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　　『商品による商品の生産』への
スラッファの歩み
A Note on Sra®a's Path to Production of
Commodities by Means of Commodities
松　本　有　一 　
Sra®a's Production of Commodities had a long gestation period
of over thirty years. There are many unclear matters in the course
of preparing Production of Commodities. What contents has \a draft
of the opening propositions" which Keynes read in 1928 ? This paper
is a preliminary investigation to clarify the unclear matters utilizing



























由であると思われるが、『リカード著作集』（The Works and Correspondence
of David Ricardo のタイトルで刊行された2)）の編集作業があったことは間
違いない。スラッファが『リカード著作集』の編集にとりかかったのが 1930
















































3) Salvadori（2005）によると 2000 ページにおよぶという。
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スラッファ・ペーパーズの全体はつぎのように Aから Jの 10項目に分類
されている。
　Ａ：Personal and Family Papers
　Ｂ：Academic Career
　Ｃ：Correspondence
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からD3/14まであるが、特に『リカード著作集The Works and Correspondence
of David Ricardo』、『商品による商品の生産 Production of Commodities by
Means of Commodities』に関連した文書は、それぞれに細かく分類されフ

























































そもそも「冒頭の諸命題」をふくむ草稿（a draft of the opening propositions）
は最初から著書ないし論文のために準備された草稿だとは考えにくい。スラッ
ファは 1927年 10月にケインブリジ大学の経済学講師（University Lecturer
of Economics）に採用され（採用が決まったのは 1927年 5月）、まずは価値
論の講義（講義名は Advanced Theory of Value）をすることになっていた。
講義ための準備ノート類が残っている。スラッファ・ペーパーズの D3/12/3


















とは手紙の 2日前の 11月 26日の土曜日と考えられる。1927年 11月 26日
に関してはスラッファ側にも記録がある。スラッファの手帳の 1927年 11月
26日に「K. approves 1st equations」（de Vivo 2003, p.5）と記していること
と、ノートの中にもこの日にケインズと会ったことが記されていることである












































レント学期（Lent Term、1月－ 3月）に各々週 2回価値論の講義をし、イー





























































きないのである。スラッファは 1955年 1月から 3月にかけてマヨルカ島のパ



















てフォルダーにまとめたものの 1つで、カタログでは「Notes, including some
workings by Frank Ramsey and Abram Besicovich」と記されている（カタ
ログには Besicovitchではなく Besicovichと記載されていて、スラッファも
ノートなどで両方の綴りを用いている）。ここに収められている 1927年 11月









挙されているノートがある。ノートの表題に「Physical real costs etc」と記さ
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定の論点は、30年代と 40年代の初期に仕上げられた particular points, such
as the Standard commodity, joint product and ¯xed capital, were worked

































ケインブリジ戻って 1か月ほどの後の 1955年 1月から約 3か月、地中海の
10) Gehrke and Kurz（2006）で紹介されているようにスラッファは 1943 年にボルトキェーヴィ
チの論文「マルクス体系における価値計算と価格計算Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を読んだ。きっかけはスウィー








11) De Vivo（2003, p.4）で、スラッファがリスィッチングを 1942 年に発見していたとして、当
該ノートの D3/12/33/34（de Vivo は D31/12/33/34 と記しているが誤記だと思われる）
に「21.4.42」、すなわち 1942 年 4 月 21 日と記入されていると報告している。しかし、当該
の記述は 1942 年ではありえない。まず、ファイル D3/12/33 に収められているノート類のな
かの当該の整理番号 34 の前後に整理されているノートの日付は 1943 年だということ。それ











を埋めることを除けば、ほとんど何も付加されなかった In the period since
1955, while these pages were being put together out of a mass of old notes,
little was added, apart from ¯lling gaps which had become apparent in
the process（such as the adapting of the distinction between‘basics' and














































12) スラッファは 1955 年 12 月 15 日から 1956 年 1 月 5 日、手術のため入院したが、その間で








ルされカタログでは「\Copy used for second typing" sections 1-41（1 doc）
Aug 1956」と記されている。この時点での著作の書名は、仮の題かもしれない











かったのだろうか。「最後のギャップ」が埋まったのは、実は 1958年 1月 30
日のことであった。De Vivoはスラッファの手帳の 1958年 1月 29日（水）
の欄に「FINIS ¯lled last gap in my work (Rent）」の記入があることを紹介
している（De Vivo 2003, p.3）。この「最後のギャップ」が埋まった日付に関














































法の変更 in a last-moment change of notation」によるとしているが、ワト
ソンとチャンパーナウンの 2人に検討を依頼したということは、単に記号法の
変更によることがその理由だったのかどうかには疑問の余地がある14)。
初校が 1959年 9月 23日にでき、11月 26日には出版局の担当者に戻され
ている。再校は 1960年 1 月 12 日にでき、1月 28日にスラッファの校正は
終わっている。そして三校を 2月 17日にスラッファは受け取り、2月 18日










18日から 1月 11日まで、ほぼ連日その作業は進められた。1月 12日には版
元のジュリオ・エイナウディ（Giulio Einaudi）に原稿が渡された。しかし、
校正段階でかなり手が入ったようである15)。
14) ラムゼー、ワトソン、ベシコヴィチなど数学者からのスラッファへの助力に関しては Kurz and
Salvadori（2001）、（2007）など参照。
15) イタリア語版の作成に関しては Kurz and Salvadori（2001, pp.261-262）、藤井（2009）な
ど参照。
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